
ASLE―」apan/文学・環境研究会

懃已 NSLETTER
囁 λ簿 量 h fOr the■嗜 ご h査 轟 and bir_th…

Western Literature Assotiation

Conferenceに 参加 して

高田 賢一 (青山学院大学)

雨雲が途切れたかと思うと急に機体が左に旋回

を始め、湖水をかすめるようにして着陸態勢に入

るぅカリフォルニアのサンノゼから90分の飛行、途

中で機内放送の指示にしたがって右手に目を向けると、うっす

らと雪に被われたヨセミテの岩山が視界に入り、左にレイク・

タホが見えたのがほんの少し前のことだったのに、いまはグレ

イト・ソフレト・レイクの上を飛んでいる。飛行場は目の前にせ

まってくる。さあ着陸だとすく
゛
下に滑走路が目に入ったとた

ん、地上数メー トルでいきなり機体は再上昇を始め機内は一瞬

騒然となる。前方に小型機があるため急上昇をしたとの放送

が、騒ぎが収まる頃に流れてくる。WelCome to Salt Lよ e

City、 ここは神様に守られている中西部の清潔で美しい都市

である。

10月 5-8日 、ユタ大学と大学近くのホテルを会場にして、

Westem Literature Ass∝ iationの 第 29回年次大会が開催
された。この学会は名前の通り西部を背景とするアメリカ文学

を研究対象とする研究者の集まりだが、西部の意味は広く、ミ

シシッピ以西全域を指しているとのことである。ASLE―USの
Scott Slovic氏 の誘いもあり、また、いま滞在しているカリ

フォルニア大学サンタクルーズ校でnature wntingdPh.D論

文を書こうとしている院生で、岩登りに青春をかけるさわやか

な小説Lrghど ing Ouιで作家としてデビューしたばかりの

Daniel Duaneか らも声をかけられたのをいい機会に、参加を

思い立ったのだった。

会は300人強の人が参集 して初日の夕刻より始まり、Terry

Tempest WШ a応の自作朗読で幕を開じることになったが、
四日間の間にシンポジアムを含めて200にのぼるほどの発表が

目白押しにあり、その多くはネイチャーライティングに関わる

ものだった。発表の合間には、"Edward Abbey:A Voice in

the wndemess"と いう興味深いドキュメンタリー・ビデオの

上映もある。また、地元の作家であるWiniams、 メイン・ゲ

ストとしてやってきた小説家の」ameS Welch、 それからna―

ture wierと して注目されているWiШam Kettridge、 月ヽ説
ル
`can Sp厨

に 脚光を浴びた詩人・小説家、nature w■ terで も

あるLinda Hoganの 自作朗読会も催され、盛況であった。

Welchと Hoganはやや押さえた声で、Wi11lamsは ドラマ
ティックな語り口で、Kettridgeは西部男のイメージそのまま

にぶっきらぼうな調子で朗読をして、それぞれの作品を読みた

くさせる印象を残す。

発表の内容はMark ЪvainやWma Catherといった名声の確

立した作家・作品を取り上げるものがある一方、現在活躍中の

作家たちに向けられたものが圧倒的に多かった。その多くは学

会の性格上、西部という地域を反映してかネイティヴ・アメリ

カン作家であり、メキシヨとの国境が喚起するボーダーという

トピックに関わるラテンアメリカ系作家、もしくは現在
.Tnl―

∝v of Border"の 二作目宙で Crossingを発表したばかりの

Cormac McCarthyな どである。

参加者の関心が高かったのは、既成 。既存の作家・作品を新

たな視点からとらえ直そうとするシンポジアム形式の発表だっ

た。会場で知り合っただLE―USのメンバーの中には、この学

会の意義は新 しい問題提起に接することが出来るところにあ

る(完成原稿で ,まなく、文字通りのwork in progress、 試論
が開けるの力れ いヽと語る人がいたが、その言葉を裏付けるよう

なプログラム内容だった。

わたしが聞いたのはそのごく一部だが、eco―feminismの立

場から女性のフロンティア俸験を読み直そうとする
'WOmen

Wating Frontier D寧〕nence"、 新しい地方主義文学の可能性

を問う"Re―Imaginhg Regionalism"、 ネイティヴ・アメリカ

ン文学の基底に自然の存在を見る"Nat市 e Ameican Wnting

and the Environment"、 地理上の境界を精神 。文化の境界と

結びつけようとする"Borders and Boundanes:N晦 Austin

and Helen Hunt」 ackson"、  それからecocriticisrnと
'ま

なに

かを問いかける分科会"DefhiShing Ecocriticalηheow and
Practice"がハ LE―US主催で行われた。これらはすべてシン

ポジアムであり、ジョークをまじえた発表の後にはたっぷりと

時間をかけた質疑応答がなされた。それがまた新たな問題提起

になっていた。

だ光Eの分科会から感じ取れたことは、従来の文学が人間と

世界 。社会の関係、あるいは人間そのものに焦点を当てるのに

対して、nature、～
ritingは人間と宇宙の関係、また、自然の一

部としての人間、作品の単なる背景ではなく、人間の存在に絶

えず働きかけてくるものとして自然を見直そうとする研究者と

しての自党であり、立場であつた。むろん個々人の間には完全

な一致があるわけではない。それどころか、自分はec∝itiCで

はないがと、ちょつと場違いと思えるような発言をして爆笑を

巻きおこす報告者がいるかと思えば、cC∝貴icism推進の発言

をしておきながら結びのところでまるOpunch uneのように、
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でもわたしの立場は旧態依然ですと、新たな笑いの渦を生み出

す発表者、ふざけていると怒る人など、聞くだけでなく、見る

だけで十分におもしろい内容になっていた。その熱気は、今ま

さにネイチャーライテイングという形をとった文学の新たな読

みが始まろうとしていると感じさせるにたるものだった。

最終日の午後には、山中へのハイキングとグレイ ト・ソル

ト・レイクにある野生動物の保護区、Antelope島への自然観

察のツアーが催された。Wimamsが ガイド役をするというの

で、三台のノヽスに分乗 してこのノ`ッファローやコヨーテカ
'棲
む

という島へのツアーに加わったが、快晴に恵まれたツアーは楽

しいものだった。草原にたむろするノヽッファローの群れ、塩分

の強い湖に生きる小海老を狙う鳥たちの羽音、湖面に影を落と

す小山。どこを見てもカメラのレンズを向けたくなる風景が一

面に広がっているが、同行のレンジャーの説明では、この動物

たちの楽園も日々環境汚染に脅かされているとのことだった。

アメリカの広大さ、自然の豊かさは海沿いの中都市サンタ・

クルーズに着いて以来、いつも意識の中にあったが、この自然

丁houghts on Nature Ⅵ″iting
by

Terrγ Tempest Williams

March 31,1995            Kanazawa,」 apan

ノ
蝋 ]委 爾 捕 I鸞 野

lectively calling‖ nature writlng‖ No country has a deepertradi_

tion of this kind of!iterature than」 apan

But first,l mustthank you for your extraordinary kindness in

inviting me to be here wlth you in」 apan l would like to thank

the Yomiuri Shinbun newspaper:Shoriki‐ san,Asano― san:and

mOst especially,Okttima― san,wholbe‖ eve is a kindred spi百 tl

appreciate their usion and belief in this Symposium !wou:d

‖ke to acknowiedge Professor Ken Noda and thank him along

with the Association for the Study of Literature and

匡nvironmnet(ASLE)for organizing this gathering

lhave had many guidesin Tokyo and Kanazawa.Mys:ster‐

in― law, Ann Tempest and l appreciate the generosity of

Masahiko Narita,Tomoko Nakagawa, Komatu‐ san, and

Masarni Yuki.:wou!d also like to thank those translating En‐

glish into」 apanese,particulariy,Keiko Murasaki

lfeel most gratefulto Michiyo lsh‖ ,my fnend and translator

Of Reruge Hersensliv‖ ytolanguage has enchanced my own.

And:aln gratefulfor Sato‐ san for pub!ishing Reruge in his se‐

百es of American Nature Writing_

And i believe our mutualfnend,Scott Slovicis spirit is with

us He sends his warmestregards to al:

Today,l wouid like to honor and acknowiedge the writings

of Hino‐san,:so appreciate being able to meet him and have

との隣接感は都市に暮 らす多くの日本人には無縁のものかもし

れない。それに対 して、アメリカでは自然は身近な存在 といえ

る。そのためだろうか、汚染され、開発されていく自然を守ろ

うとする必要感がアメリカの市民の日常の意識の一部となって

いるのは。

次回のWestem uterature Ass∝ iation大会はカナダで開催

されるが、今年の6月 9-11日 にはASLEと して最初の大会が
Colorado State Un市 ersiけで開かれる。これには日本か らの

参加を望む声があり、現在、野田研一、大神田丈二、伊藤詔

子、山里勝巳、西村頼男、Brllce Ftten諸 氏と私が参加を表明

している。300人規模の集まりを予定しているとのことだが、

研究発表、」ohn Elder,Scott Russel Sandersら 5人ほどの作

家による朗読、ロッキーマウンテンヘのツアーなど、企画は盛

り沢山になっている。

(ASEL―」副代表、本年 3月 までカリフォルニア大学サンタク

ルーズ校にて在外研究 )

the opportunny to talk wnh hirn abOut nature and cunure,what

we have lost in regards t0 0ur relationship with the natural

wodd and what we musttryto regaln,ret‖ eve

Yesterday,he shared One of his essays with me,a short

story,let us cal!it rcreative non-lction,"entitied,The Rectory"

ltis about a rnan,Hino‐ san himself,perhaps,who discovers he

has cancer and ieaves the urbanization of Tokyo because his

body desires water.He travels to the country As he makes h:s

way down the ciiffto the river,Hino― san writesi

l mutterto rnyseifthatl arn happy to have had the cour―

ageto come here,lclose my eyes agaln,dizzy,with the fu‖

light ofthe setting sun,feeling its rays to rny inner core For

some time,!renlan thus motiOnless on the boulder atthe

waters edge wnh a changeless rhythm,the roar ofthe tor‐

rent recedes and returns, now sudden:y becoming the

sound ofrny own blood,coursing throught veins and arter‐

les

l do not know of a more powerful exttple of nature writing.

This is your tradition Waka.Haku 」apanese poetry Ki―

no―Tsurayuki writes,“」apanese poetry has ls seedsin the hu―

man hean and cOuntiess words asleaves ltis a‖ terature that

moves heaven and earth without straln,touches the emotions

of unseen spirits and gods creats harmony between men and

women,and calms the hearts offierce warriors"

The idea,the genre of nature writing is not new ltis very,

very oldi basic and essentialto our human souls

附記 :本号のニュースレターの編集がほぼ終了したところに

テリー・テンペス ト・ウィリアムス女史からの原稿が送 られ

てきた。次号に全文を掲載するつもりであるが、女史が滞日

の折にお世話になった方々への謝意が述べられてあったので

最初の三分の一ほどを掲載することにした。 (編集部)
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・スコット・ママディの『夜明けの家』(1968)

は全4章から成る小説である。舞台はサンディエ
ゴ渓谷およびロスアンジェルスが中心で、時代設

定としては1945年から52年 までが中核をなす。作者が登場

人物の個人の意識を描写する過程で、時代が遡行することは

当然である。しかし、この作品で作者は個人の意識の流れを

追求しているのではない。「個人」が生まれ育ってきた集団

(こ こではカイオワ族)の民話や歴史を今一度、想起し、カ
イオワ族の男として蘇生する若者の姿を描いている。

主人公アベル (青年男子)は父親が誰か判然とせず、現在
は祖父と二人きりで生活している。アルコールに触れるまで

は病気にかかったことのないアベルだが、祭りの折り、それ

を口にしたいきおいで、自人と喧嘩をする。その結果、彼は

自人をナイフで刺 し、死に到らせる。アベルの殺人罪の立証

をめざして白人の流儀にそって調書が取られる。しかしな力
'

ら、彼には殺人を犯したという意識はない。刑期を終えた途

端に彼はロスアンジェルスという大都会で自人流の生活にj順

応しなければならない。彼はベン・ベナリーという保留地生

活を経験した若者の世話になるが、すでに

自人世界に順応している “インディアン"

たちはアベルが面倒をおこすと予測してい

る。インディアンたちがたむろして飲食す

る店には全米インディアン救済ミッション

の トサマー祭司や自人の悪徳警官も出入り

している。アベルはありついた流れ作業の

仕事にも順応できず、保留地から脱出した

ミリーという若いインディアン女性の “ヒ

モ"に なり、アルコールに浸るようにな
る。アベル、ベン・ベナリー、ミリーの3

人の若者は保留地での生活を回想したりし

て互いに慰めあう。そして、やがてアベル

は自分の土地に戻ってゆく。

「夜明けの走者」というタイ トルのつい

た最終章では、アベルの祖父は死の床につ

いている。話は最終章の現在から過去に

遡って、祖父が熊狩りを完成することで一人前の男子と認め

られた頃のことが物語られる。この語りによって作者は都会

生活に別れを告げたアベルは祖父と同じ道を辿ることを示し

ている。すなわち、アベルは (若い日の)祖父ということに
なる。祖父がなくなると、アベルは部族の儀式にそって祖父

を弔い、この後カ トリックの神父にその死を伝える。今も昔

ながらの部族の宗教的儀式が残っている証拠である。

この小説をユニークなものにしているのは第 2章で物語ら
れるカイオワ族の伝承である。昔、カイオヮ族が飢えに苦し

んでいたとき、子供が飢えに苦しむ姿を見て食料を探しにで

かけた男がいた。 4日 目に男力
'衰
弱した状態で渓谷にやって

くると雷鳴があり、声が聞こえてきた。「おまえは何を探し

ているのか」と。男のそばに立っていたモノにはシカの脚が

ついていた。男が事情を説明すると、眼前のモノは言った。

「私をつれてゆけ。必要なものは何でもやろう」と。男がそ

れをもって帰り、カイオヮ族は飢えから救われた。このモノ

はタイミと呼ばれ、以後カイオワ族の守り神となった。この

ような伝承を全インディアン救済ミッションのトサマー祭司

は会衆に開かせる。

ここで注意すべきは、 トサマー祭司は個人としては聖人か
らはほど遠く、自人社会に同化している他のインディアンた

ちと同じく世俗的である点である。しかし、彼はインディア

ンの伝統的儀式一例えばペイオーテ崇拝一をとり行うこと

で、自人中心の大都会で生きる仲間たちの指導者の役割をは

たす。部族の伝統を継承する人間はキリスト教的な意味で聖

人である必要はないというのが作者の考えのようである。こ

のようなトサマー祭司力
'カ
イオワ族の伝承をアベルに伝える

ことで、アベルが自分の土地へ戻ってゆく契機をつくってい

る。

ママディは『コロンピア合衆国文学史』(1988)に、「ネイ

ティプ 。ヴォイス」という標題のもとで、先住民の手になる

文学について書いている。その中で、彼はコトパと文学とい

うものには、本来、宗教性が付着していると主張している。

このさい、文学は物語、神話、歌をさす。彼はまた、書きも

のの出現でコトパに対するわれわれの感受性は低下したので

はないかと疑間を投げかけているが、この

点、 トサマー祭司の説教も同一の線上にあ

る。「白人はコトパを希薄にし、増殖して

しまった。……白人はおそらくコトパに

よって滅亡することであろう。」

この『夜明けの家』が完成する前後の執

筆事情もママディの文学世界を理解するう

えでは看過できない。彼はまず最初に、う

えに紹介 したカイオワ族の伝承をまとめ、

また、祖母にまつわる文章も記し、発表し

た。この祖母はオクラホマのレイニ 。マウ

ンテンという円丘を望むところで生涯を終

えたが、ママディは祖母の死後、その地を

訪れた。この事実は『夜明けの家』ではト

サマー祭司が「レイニ・マウンテンヘの

道」と題 して行う説教へと続いている。さ

らに、ママディは1969年には、『レイエ・

マウンテンヘの道』という独寺した書物を出版した。彼はこ

こでは、カイオワ族の伝承、ゴースト・ダンスの研究で有名

な J。 ムーニからの引用文、祖母の思い出などをないまぜて

いる。

『夜明けの家』がピューリッツアー賞を受賞したこと自

体、アメリカ文学界におけるひとつの出来事といえよう。黒

人文学やユダヤ人文学は論じられても先住民の文学は忘却さ

れていたときに、アメリカ文学の正典は何かという問いに一

石を投じたことになる。ママデイの後、ジェラルド・ヴィゼ

ナー、ジェームズ・ウエルチ、レスリー・マーモン・シル

コー、ルイーズ・アードリックなどの先住民作家が続出して

いる。

N_Scott Nfomaday,

冨ο四
`MM`げ

DαW″_(HZtter&Row,1968)
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"め
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ネイチャーライティングの会

10月 19日 (水)夕刻、ある小さな

集まりが東京 。四谷で開かれました。主

催はさきごろ結成された「ネイチャーラ

イティングの会」。この会はネイチャー

ライテイング関係のシリーズを持つ出版

5社 (宝島社、東京書籍、自水社、める

くま一る、立風書房)の編集 。営業担当
者の連絡会です。集まりにはほかに、読

売新聞の岡島成行氏、乳井昌史氏、翻訳

家片岡真由美氏、雑誌『シンラ』編集部

の田中久子氏、作家高田宏氏、芦澤一洋

氏、そしてだ光Ettapanか らは野田研一

(金沢大学)、 大神田丈二 (山梨学院大

学)、 石井倫代 (芝浦工業大学)、 中村

邦生 (大東文化大学)各氏力功口わって開
かれました。ネイチャーライティングと

いう新しいジャンルをめぐる情報交換の

場がこのようなかたちで成立したこと

は、今後の展開に大きな意味をもたらす

ものと思われます。なお、この「ネイ

チャーライティングの会」が中心となっ

て、昨秋から全国の書店で「ネイチャー

ライティング・ブックフェア」が開催さ

れています。

環境教育フォーラム

「日本環境教育フォーラム」主催の

「清里ミーティング'94Jが 11月 27日

(次頁に続く)

現代ネイチャーライターの横顔 (2)

テリー・テンペス ト・ウィリアムスと共感の才能

石井倫代 (芝浦工業大学)

3月 27日 から10日 間日本に滞在したウィリアムスは、

「この日々は私の人生におけるもっとも重要な出来事の一

つだった」という言葉を残して日本を発った。様々な見聞

によっていかに豊かに充電されたか、出会った人々によっ

ていかに深く触発されたか、彼女らしい謙虚さで熱心に

語っていたが、それがどのようなかたちで今後の彼女の作

品と活動に反映していくのか私たちは楽しみに待ちたいと

思う。

ところで滞日中のウィリアムスを見ていて強く感じたこ

とがある。それは彼女の共感の才能の大きさである。無防

備というのとは違うが、いつでも心が開いていて、外から

やって来るものをそのまま受けとめようとする姿勢が彼女

にはある。だから実に多くの事柄や人に素直に共感する。

もちろん批判精神がないということではなく、基本的な生

きる姿勢として、彼女の場合、まず共感じ理解し受けいれ

るという態度があるようなのだ。金沢市における3月 31日

の講演のなかの "to l市 e and iov‐e with a broken heart"

という覚悟の表明も結局このことに関わっていると思う。

心を開いていれば様々なものが飛び込んでくる。傷つくこ

ともおおいにある。だ力
'、

たとえ傷つくことがあっても心

を閉じてしまうのではなく、broken heartの ままさらに愛

し生きる、という覚悟。

ウィリアムスの代表作Ref17rを読むと、心を開じてしま

いたい衝動に駆られた瞬間力`彼女にも何度もあったことが

わかる。けれども結局彼女はそうすることを選ばなかっ

た。外界に対して心を開いておくことを選び、今もそうし

続けている。

テリー・テンペスト・ウィリアムスは1955年ユタ州ソル

トレイク市生まれ。州立ユタ大学で英文学を学んだ後、同

大学院で科学教育学の修士号を取得。現在は母校で女性学

を教えるかたわら、ソル トレイク市にある自然博物館で非

常勤の教育学芸員としても仕事をしている。作品には91年

に出版されウィリアムスの作家としての地位を不動のもの

にしたReLgeの他に、
7he Secrel■ anttage oFSnOLぅ′(84p

neces of予,lhiι e She″ fA」oumey ιοIVav″οFarld(84)
Beぶten Caιrails(85)
C。シ19“ζ Cttyon(89)

ん UnЯ)okerl Hunger(94p

などがある。

編集部 :近 日中に『鳥と砂漠と湖と』 (原題 :&n瑠o
が石井倫代氏の翻訳により宝島社より刊行される予定で

す。ご期待下さい。

4



」une l,1995                           ASLE― Japan Newsletter No.2

シ ラ バ ス 紹 介 1

広島大学

教育科目 :総合科目

授業科目 :文化と環境

開設単位数 :2
担当教官 :(実施責任者)伊藤詔子
授業の形式 :講義

開設期 :1

授業の目的 :エコロジカル・クライシスの叫ばれるなか、世界の森林や生命の宝庫と言われる湿地や海は今どうなって

いるのか。これまで文明とどう関わってきたか。世界の山や湖の風景はこれまでどのような美学と文学を生み出してき

たのか。又アメリカの原野や砂漠は、どのような文化パラダイムを生み出し今日に至っているのか。そして都市という

環境はいかなる文化を育んできたのか。文系理系及び英米教官も加わり環境のグローバルな視点と意識を啓発する。

授業の内容・方法 :

(第 1週)伊藤詔子 (ア メリカ文学研究)
(第 2週)成定薫 (科学史)
(第 3週)ピーター・ゴールズベリィ (ギ リシャ哲学 )
(第 4週)大山茂之 (英ロマン派研究)
(第 5週)根平邦人 (植物系統学)
(第 6週)トマス・ダップス (英 ドラマ研究)

(第 7週)福岡義隆 (大気環境学)
(第 8週)堀越孝雄 (微生物生態学)
(第 9週)要田圭治 (英小説研究)
(第 10週)中越信和 (景観生態学 。自然保護学)

序にかえて

世界の環境観の変遷

環境を哲学する

ロマン派の詩人たちと環境

世界の森林

シェイクスピアの『嵐』とアメリカ自然中心主義

文学と環境風土

陸上植物と菌類の共進化

都市環境とイギリス小説

湿地と文化

(第 11週)ク リス トファー・シュライナー (英米文学批評) 都市環境とアメリカ 。ポストモダン小説
(第 12週)早瀬光司 (地球科学)             大陸移動と人間の文化

(第 13週)吉田純子 (児童文学)             女・子ども・自然

(第 14週)伊藤詔子                   地球生物学とアメリカネイチャーライティング

本年度は環境への学際的アプローチの序論として位置づける。各論的展開については来年度以降継続して実施する予定

である。

テキスト、参考書等 :①クライブ・ポンディング『緑の世界史』上下 (朝日選書)②沼田真『環境保護という思想』
(岩波)③ジョン・パークン『森と文明』 (晶文社)④ R・ F・ ナッシュ『自然の権利―一環境倫理の文明史』 (TB
Sプリタニカ)⑤アルド・レオポルド『野生のうたが聞こえる』 (森林書房)
成績評価の方法 :リ ポー トによる

履修上の注意、受講条件等 :上記参考書のほか、各教官が推薦する図書を読み、文化と環境のテーマに関心の高い学生

の受講を期待する。

(日 )～ 29日 (火)の 3日 間の日程で、
山梨県清里の清泉寮で開催され、このほ

ど新しく設けられたネイチャーライティ

ング分科会の講師として、野田研一 (金

沢大学)、 山里勝己 (琉球大学)両氏が
招かれ、環境教育にたずさわるフォーラ

ム・メンパーと活溌な意見交換の場を持

つことができました。さらに素晴らしい

ことに、今回のミーティングの基調講演

者には、 777e Aro""Bοοk Of N″ urθ

Writtu(1990)の 編者であり、自身も優

れたネイチャーライターである、ミドル

ベリー・カレッジ教授ジョン・エルダー

Ooヒm EldeD氏が招かれました。 "Sea―

sons of Anlerkttn Natureヽ Vriting"と

題された講演は、アメリカ文学を歴史的

に悧嗽しながらネイチャーライティング

の現在を測る充実した内容で、かつ日本

文学に造詣の深い氏ならではの言及も会

場の関心を惹きました。

『英語青年』 2月 号

ネイチャーライティングを特集し、巻

頭にスコット・スロヴィック(Scott

SIovic、 ASLE― U.S.会長、サウスウェ

スト・テキサス州立大)氏の講演を再録
しているほか、渡辺利雄氏 (東大)によ
る解題、岡島成行 (読売新聞)、 山里勝

己、上岡克己 (高知大学)、 伊藤詔子

(広島大学)、 野田研一各氏による「私

の 1冊」という小論が配されています。

『山と渓谷』 2月 号

特別企画と題して、「アメリカ文学と

自然保護」という特集が組まれていま

す。記事はカロ藤則芳 「森の聖人ジョン・

ミューア」、芦澤一洋「ネイチャー・ラ

イティングの流れ」の 2編。

『アーヴィングを読んだ日』

会員である芦澤一洋氏の『アーヴイン

(次頁に続く)

5
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ン'ラ ノヽ ス 縦お針 2

高知大学

授業科目 :アメリカ文化論

担当教官 :上岡克己

授業種別 :講義

開設学期 :通年

単  位 :4単位
対象学生 :2回生以上

授業のキーワー ド :文学と環境

授業目標 :アメリカのネイチャーライテイングを通して、人間と自然の関係

を問う。

授業計画 :

l American Nattlre VVritingヌ 、Fl(1) 16」 ohn N【uir(1)

2    〃 (2) 17   ″

18   ″3  ″             (3)
4 Rachel Carson(1)

5  ″     (2)
6 Tery Tempest Wimams(1)

19組 o Leopold(1)

7    〃

8 Richard Nelson

9イ タチの世界 Al■nie Dilard

10鯨の世界 Robert Finch

ll蛇の世界 田 ward Abbey

12 Henry Da、′ld Ъ oreau(1)

13   ″ (2)

14    ″                (3)

15学期末試験

テキス ト、参考書等 :ス ロヴィック

ヴァ書房)

授業方法 :講義と演習

成績評価の方法 :平常成績、出席状況、期末試験

受講生へのメッセージ :環境問題に関心のある学生を歓迎する。

た って 開催 され ま した。 テーマ は

"Aごrlerican Literature and Natural

Envirorlment"。 これにそって研究発表

とシンポジウムが行われました。シンポ

ジウムは伊藤詔子氏、野田研一氏、山里

勝己氏の発題で行われました。詳細は次

号のニューズレターで報告する予定です

が、事務局 〒810 福岡市中央区六本
松 九州大学言語文化部内九州アメリカ
文学会までお問い合わせ下さい。

日本環境教育学会第 6回全国大会

5月 13日 (土)～ 14日 (日 )の二日間
にわたって千葉県立中央博物館・県立 青

葉の森芸術文化ホールにおいて開催され

ました。今年はミニシンポジウム「環境

教育における文学の可能性」と題して、

ネイチャーライティングに関する分科会

が設けられました。ASLEづ apanか ら、

亀井浩次氏 (環境教育学会会員、名古屋

市立若宮商業高校)、 大神田丈二、上岡

克己両氏が講師として参加したほか、金

沢大学の山本二氏 (日本古典文学、金沢

大学)が加わりました。ASLE―」apanの
研究活動が環境教育とどのような接点を

持ちうるか注目されます。

(9ページに続く)

20

21

(2)

(3)

″    (2)
″    (3)

(2)

グを読んだ日一水と空の文学誌』 (ヽ小沢

書店)力測 行されました。芦澤氏を深く

魅了した近代のネイチャーライター 9人
へのオマージュとなっています。なお、

芦澤氏はご自身ネイチャーライターとし

て活躍中です。

『グローノヽリレネッ ト』 52号
(財)「地球 。人間環境フォーラム」
発行の同誌が、「文学はどこまで環境を

語れるか」という特集を組んでいます。

上岡克己氏の「欧米文学に表れた環境思

想」、野田研一氏の「ネイチャーライ

ティング」という論考をはじめ、アメリ

カ、フランス、中国などの環境文学研究

の現状が紹介されています。

22 Ga憂/Snyder(1)

23   〃       (2)
24田、vard ttbey(1)
25   ″        (2)
26ウ ィルダーネスとアメリカ

27    〃

28自 然の権利

29   ″

30学期末試験

野田編『自然という文化』 (ミ ネル

教科書版ネイチャーライティング・

アンソロジー

スコット・スロヴィック編著、生田

省悟 (金沢大)。 大神田丈二 (山梨学

院大)・ 上岡克己・横田由理 0広島中

央女子短大)氏の共同注釈による英語
テキストWёrldly,70rdsf An Attf10」 ―

ο勢 όf/しnerican Naι ure NiどIhg

(ふみくら書房)が刊行されました。
12編の現代ネイチャーライティングが

収められた、わが国初の本格的ネイ

チャーライティング・アンソロジーで

す。

九州アメリカ文学会

九州アメリカ文学セミナーが 5月 13

日 (土 )、 14日 (日 )の二日間にわ

6
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報  告

1994年度秋季談話会を、10月 9日 (土 )、 19名のメン

パーの参力Πを得て、名古屋外国語大学にて開催しました。

岡島成行氏によるジョン・ミューア『はじめてのシエラの

夏』、および上岡克己氏によるロパート・フィンチ「鯨の

ように」についての発題を柱に、大神田丈二氏の司会で進

められました。内容は種々の都合により、若千変更されま

したが、何よりも活溌な議論が収穫であったと思われま

す。

『はじめてのシエラの夏』に関しては、ソローとの比較

を通して、文学的な意味でのレヴェルの問題が提出される

一方、行動者としてのしてのミューアの特性も議論の的と

なりました。「鯨のように」については、人間中心主義を

越えようとする「生態系中心主義」のモティーフに共感的

な議論が多く聞かれましたが、一方で他者としての自然の

問題と絡むかたちで、他者としての女性がフィンチという

3月 31日 (金)に開催された読売新聞北陸支社、ASIE―

」apan主催「環境と文学シンポジウム」と併せて、1994年

度春季談話会を4月 1日 (土)に開催いたしました。なに
ぶん、二つの行事を重ね合わせるということで、準備作業

に手間取り、ご連絡が直前となってしまいましたことお詫

びします。

今回の談話会は参加15名。前回とうって変わって、 1)日
本のネイチャーライティング研究について、 2)ASLEtta―
gm今後の課題、と主に運営面に関する課題の検討を行いま
した。 1)に ついては、ネイチャーライティング研究を
「発信型」にし、国際的にも寄与するために、積極的に推

進するという点で意見の一致が見られました。具体的に

は、ASLEttapan内 部に、「日本のネイチャーライティン

グ研究」分科会を創設し、現在アメリカで準備が進んでい

る Li始″如で and En五Юnm“どという本の執筆にASu>
」apanと して参加することを決定しました。実行委員として

立候補していただいたところ、山里、高橋、外岡、生田、

中村、高田、石井、木下、大神田、野田の各氏が名乗りを

上げられましたので、実行委員会を結成いたしました。

(この件に関しては別掲お知らせをご参照下さい。)

2)についてはニューズレター発行回数の増加、会費の
納入状況報告、助成金獲得などが議論され、今後の検討課

題として研究会を「学会」と改称する案などが提案されま

した。

「環境と文学シンポジウム」は、談話会の前日に、作家

の日野啓三氏、アメリカからテリー 。テンペス ト・ウィリ

作家によってどう描かれているのか、という興味深い疑賠|

も提示されました。

活溌な議論の進行により、予定時間はあっというまに過

ぎてしまいました。ASLE―」apanと しては初めての本格的

な議論の場は、じつに心楽しい意見交換の場となりまし

た。発題の岡島氏、上岡氏、司会の大神田氏のご協力に感

謝します。とくに上岡氏は予定変更のため、急速お願いし

たにもかかわらず、快諾下さいました。

最後に、駆け出しの研究会のために会場を提供して下

さったばかりか、お茶やお菓子のお世話まで無償でして下

さった、名古屋外国語大学の平善介先生を初め、塗木桂子

先生、岡本恵子さんに心よりお礼申し上げます。とくに平

先生の物心両面からのご支援には感謝のことばもありませ

ん。有り難うございました。なお、会場校との連絡や会場

設営では土永孝氏にご尽力いただきました。

アムスCerv Tem∝ st Wiliams)女史を迎えて開催されま
した。一日だけのシンポジウムながら、ASLE―」apanのメ

ンバーにとっては30日 (木)午後の日野氏との懇談会、読

売主催の歓迎夕食会に始まって、 1日 の談話会まで、まる

で 3日 間にわたるワークショップのような刺激的なスケ

ジュールでした。シンポジウムはウィリアムス氏の基調講

演で始まりました。代表作RttrgefAn Unnattr″ Hsιο
「
/

ο″強董ケand Pra∝ とcOyoに しCanyonか らの朗読を交え

た講演は、ネイチャーライティングの特質を倫理的なレベ

ルから政治的なレベルまで包括する「希望の文学」とする

力強いものでした。なお、朗読では翻訳者の石井氏がうま

く問合いをとりながら翻訳を朗読するという趣向が、聴衆

の感動をさらに高めていましたg

ディスカッションでは、日野啓三氏がウィリアムスの作

品に与えられているcreative nonfictionと いう概念に強い

関心を表明し、フィクションとノンフィクションという既

成の区分そのものを問い直す必要が語られました。ASIE―

」apanか らディスカッションに参加した山里氏はアメリカ

のネイチヤーライティングの核にある「ウィルダネスJの

主題をめぐる諸問題、野田氏は日本におけるネイチャーラ

イティング受容の状況などを語られました。なお、シンポ

ジウムに関しては読売新聞全国版で報告されたほか、地元

北陸では連日その様子が伝えられました。「自然とは何

か」というきわめて困難な問題をとらえた東1激的なシンポ

ジウムでした。
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上記「文学と環境シンポジアムJ基調講演及びシンポジアム

講師として来日したTerry Tempest Williarnsを 迎えて、第 2

回中四国支部談話会を以下のように開催した。 4月 3日 (日 )

午後 3時から6時まで、広島大学総合科学部伊藤研究室に11

名集まり、基調講演の要旨をきいたあと、女史の名短篇のう

ち、'Yucca"と 'The Clan of One― Breasted Women"の 朗読

を傾聴した。続いて作品解釈、ネイチャーライテイングの

"poetics and pouti∝ "をめぐり白熱した議論が展開した。コロ

ンピア大学、ユタ大学他で教鞭をとる女史によると、この談話

会の議論はそのいずれよりも高水準なものであった。

朗読では見事な息遣いが生の形で鑑賞できたが、ナバホの民

話からの引用や歌の部分等、原作者でなければ不可能な美しい

節まわしは特に印象的であった。また、'The Clan of One―

Breasted Women"の議論に際しては、広島に寄せる彼女の思
いがひしひしと伝わり、批評家や学者にはない作品の内側から

の解析に触れることもでき感銘が深かった。なお会のあと歓迎

ディナーを持ち、 9時近くまで彼女の作品の文化的背景や日米
のネイチャーライティングの現状や展望について更に意見交換

することができた。

ウィリアムス女史は 2日 間の滞広中、広大な西条キャンパ

九 州 支 部 報 告

年明け早々にツリレを見た。鹿児島県出水市に飛来する鶴は、

三般に知られたタンチョウではなく、マナヅル、ナベヅルとい

う灰色がかった、くすんだ色の鶴なのだが、一万羽近い群れが

田畑におりている様子は、日にしたことのない異様な光景だっ

た。

保護協会の一員でもあるMさんの民宿に泊めていただいてい

ると、新春ということもあって、テレビ局や新聞社から取材や

問い合わせが殺到していた。改めて、野鳥や野生動物の記事が

マスコミにしめる位置の大きさに驚かされた。

こうした自然志向は、アウトドアや田舎暮らしの流行とあい

まって、社会の思想の流れを形成しているように思われる。そ

れはただ単に、山や森や海という外の自然ばかりではなく、自

然食品とか自然治癒力とか、心理学的な「内なる自然」といっ

た、本来の自然を再評価する動きと運動しているのかもしれな

い。

こうした社会の動きのなかで、昨年、「文学と環境」の日本

支部が創設されたのも必然的な成り行きであったのだろう。そ

して、日本におけるネイチャーライティングの研究が、より広

い社会性を獲得し、こうした自然再評価の先導的な役割を担う

ことを期待したいと思う。

第 2回  中四国支部談話会
ス、被爆建物として保存が決定した旧広島大学理学部の建物、

日赤病院内の原爆関連病棟や研究施設、平和公園の原爆ドニム

と数多くの祈念碑、原爆資料館等を時間をかけて精力的に調査

見学した。エクスカーションとして案内した宮島では、海には

り出した能舞台を含むシュラインを巡る_般のコ丁スの他、山
寺の大聖堂やピーター・マシーセンの『白豹』最終章を思い出

すような瞑想窟、折から八分咲きを迎えた桜、それも水辺に立

つ柳のようなしだれ桜等に見入 り、日本的ランドスケープを楽

しんだ。対岸の宮島日から見た朱色の鳥居をさして"thatsmal

red in huge green and sca becomes heart ofrny heart"と

評したのが印象的であった。女史が滞在したリーガ・ロイヤ

ル・ホテルは広島城や原爆 ドニム等市内を一望できる32階建て

の建物で、戦後50年の広島の復興ぶりにE_I目 されていた。

なお、談話会の参加者は以下のとおり。稲田勝彦、伊藤詔

子、田中久男、クリス トファー・シュライナー (以上広島大

学)、 オーエン・プレディー (広島大フルプライト教官)、 勝

健一郎 (安田女子大)、 岡田和也 (岡山大)、 横田由理 (広島

中央女子短大)、 信井裕子、岡崎里香、結城正美 (以上広島大

院生)。 敬称略。

(報告・伊藤詔子)

九州支部における昨今の活動としては、小野和人氏の翻訳

『メインの森』があらたに講談社学術文庫に納められたこと、

山里勝己氏の「砂漠と人間一―Mav Austinの ηtt land oF

日ιtFc ttn」 が『英語青年』 95年 2月 号に掲載されたこと、
拙論「ヘンリー・ソローと日本の野鳥の会」を『フォリオ a』

(ふみくら書房)4号 に掲載していただけるようになったこ
と、さらに、この 5月 九州アメリカ文学会のセミナーにおい

て、「現代アメリカにおけるネイチャー・ライティング」とい

うシンポジウムを計画し、野田研一、伊藤詔子、山里勝己、そ

れに司会の橋口保夫の各氏を迎える予定にし、英文学会全国大

会のシンポジウムヘの確かな足がかりとしたいと考えている。

(報告・高橋勤)

附記 :5月 21、 22日 両日筑波大学で開催された日本英文学会

第67回大会の最終日に行われたシンポジウム (「アメリカ的

自然」をめぐって一Nature Wnthgと その背景=)において
山里勝己氏がGary Snyderについて講演した。山里氏以外の

司会・講師は、志村正雄、荒このみ、佐藤良明の 3氏であ
る。 (編集部)
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Scott Siovic 8[R:ck Bass来日言己念講演・言炎話会

◎日   時
◎場   所

◎プログラム

◎歓迎ディナー

◎費    用
◎宿    泊
◎Excurslon

8月 4日 (金)14時 ～ 17時
広島市 国際ホテル会議場 (参加者には地図を送ります )
(tel.082-248-2323)

:1会員研究報告 (work in progress)
1人 5分 くらい/参加者全員
2 Scott Slovic氏講演

3 Rick Bass氏の作品聡ading and discussion

(参加者にはテキストを送ります)

同会場にて 17時 ～ 19時
1人会費 6000円 くらい
同ホテルにて 6000円 くらいより。 (各自予約下さい)
8月 5日 (土 )

平和公園、原爆資料館、縮景園、宮島、弥山登山等

◎参加希望者は葉書に住所 。氏名 。電話番号、それから5日 のExcurslonへの参加不参加 (必ず書いて下さい)を
記して、 7月 15日 までに以下の住所までお送り下さい。

インターネッ ト情報

Internetに "」ohn Muir Exhibit"と い

うJohn lNIuir関 係のWorld Wide
Web(WWW)ペ ー ジが あ ります。

NCSAMosaic,NetscapなどのWWW
browserで読むことができます。URL
は、

http://ice. ucdavice. edt1/」 ohn
NIuir/

です。またSierra Clubのページもあり、

こちらは

http://、入へv、v.sierraclub.org/

につなく
い
と読むことができます。

(土永孝、北海道大学)

ヘンリー・ D・ ソロー

晩年の手稿をまとめたFaFιぬ in a

Scedの邦訳が、伊藤詔子氏 (広島大

学)により『森を読む一種子の翼に

乗って』 (宝島社)と して刊行されま

した。新たなソローを読むことができ

るたのしみな作品です。

ウェンデル・ベリー

Standirlg by W∝dsが 『言海葉と立
場』 (谷恵理子訳、マルジュ社)と題
して邦訳刊行されています。ウェンデ

ル・ベリーの単行本の翻訳刊行として

は初の作品です。

ロパー ト・フィンチ

1981年に刊行された処女作Commοn

Croundf A NaturaFisiЪ  Cape Cοd

(ピューリツアー賞ノンフィクション部「1候

補作)の翻訳が『ケープロッドの潮風』

(村上清敏訳、松柏社)のタイ トリレで出

版された。訳書の帯に謳われているよう

に、「アメリカン・ネイチャーライティ

ングの新たなる旗手」ロバー ト・フィン

チの 「本邦初登場 !Jに注目すると共
に、「ソローのケープ 。コッドが現代に

甦る」ことを期待したい。

9
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事務局ニュース

◎お 願 い
1)新会計年度に入りました。引き続
き、1995年度会費一一般¥3000、 学生

¥2000-を同封の振替用紙にて納入して

下さい。

2)昨年度の会費納入状況は約56%でし

た。ニューズレターを刊行するのが精一

杯という収入状況です。納入にご協力を

お願いします。現在、事務局ではできう
だけ広範な方々にニユニズレターなど諸

連絡ができるように、メイリングリスト

に基づいて書類をお送りしています。会

員登録がまだの方は:至急手続きをお願
いします。登録手続きは三ニーズレタ|―

末尾の用紙をお使い下さい。

3)現在、メイリングリストに記載され
ている方の数は93名です。昨年度は、

ニューズレター 1号、「環境と文学シン

ポジウム」案内状、の 2件をお送りしま

した。宛名書き不備その他の理由でお

手元に届いていない場合には、ご連絡

下さい。

4)秋までに会員名簿を作成してお届
けする予定です。氏名、住所、電話、

勤務先の4項目を掲載しますが、公表
を差し控えられたい予損がありました

ら、ご連絡下さい。

◎ASLE―」apan今後の予定
1)95年度秋季談話会を、アメリカ文
学会の開催されます前後に、京都で開

:まT'ど噺 r量婁継
し、決算報告などを行います。

2)ネイチャーライターであるリッ
ク・パス (Rick Bass)氏 とASLE―
U.S.会 長スコッ ト・ス ロヴィック
(Scott  Slovic)氏 が、 7月 25日

(火)～ 8月 8日 (火)まで、 2週間の
予定で来日することとなりました。

『オーデュボン。マガジン』誌のための

取材旅行が主目的ですが、ASLE Japan

としてもお二人を迎えて「談話会」を催

す準備を進めています。リック・パス氏

は『心に野生を』 (片岡真由美訳、自水

社刊)で知られる、現在もっとも注目さ
れているネイチャ早ライターで、森林保

護運動などにも積極的に関与している活

動家でもあり、さらに小説家としても注

目されている岩手です:

ぉ■人の日程の詳細はまだ不明です

が、 9ページのお知らせにありますよう
に、 8月 4、 5日両日の広島での講演
会・談話会、そしてExctlrslonは決定し

ております。出来るだけ多くの会員諸氏

の参カロをお待ちしています。

from‐ edittarfttr s■ 月ff
|■ニューズレターの 2号がようやく発行

の運びになりました。 1号同様に、発行
が大幅に送れましたことをまずお詫びし

たいと思います。とりわけニューズレ

ターを通じて研究会や講演会の開催など

の告知をするつもりで早くに原稿を送っ

て下さった方々のご期待に沿えなかった

ことはまことに申し訳なく思っておりま

す。また、それらの情報を含め、ASLE―

Japanの活動状況や、内外のネイチャー

ライテイングの研究動向、会員諸氏の研

究活動や出版活動などの情報を迅速に、

いわば旬のうちに会員諸氏にお届けでき

なかったことも残念でなりません」とも

あれ、記事を送って頂いた皆様には改め

てお礼を言わせて頂きます。ありがとう

ございました。■最近ASLE― U.S.の
ニューズレタニ最新号を見る機会があり

ました。ゲスト・エディターを招き「子

どもとネイチャーライティング」とい

う特集を組んでいましたが、各頁に子

どもの描いた動植物などの絵が巧に配

置されいやが上にも読者の興味を惹く

作りになっていました。ASLE―」apan

でも将来、 1人 10枚程度のエッセイを
何篇か集めて特集を組み、それを

ニューズレタ‐の別冊という形で発行

できたらどんなにすてきだろうと思い

ました。ネイチャーライティングにつ

いて大論文をものするのもよいでしょ

うが、私たちの研究会の性格から言っ

ても、そのようなささやかな形でネイ

チャーライティングのすばらしさを一

般読者に知らしめることも大切な仕事

のうちではないでしょうか。日ところ

で本号は、 3月 に来日し、金沢や広島
で講演会・朗読会を開き、聴衆に深い

感銘を与えたユタ州出身のネイチャー

ライター、テリー・テンペスト・ウィリ

アムスさんの紹介文や記事がかなりの量

を占めていて、さながらウィリアムス特

集 のごときものになっていますが、

ASLE―Japan力 他`の文学研究会よりも刺

激的なのは、他にもジョン・エルダー氏

といい、現在活躍中の作家の警咳に接す

る機会に恵まれていることではないで

しょうか。いや、馨咳とは奥ゆかしい言

葉ですが、いかにも弱々しすぎます。 7

月には若手のネイチャTライター、リッ
ク 。パス氏が来日しますが、現在を生き

るネィチャーライタTの熱い息づかいを
早く聞きたいものです。■本ニューズレ

ターはマッキントッシュLC630上で
PageMaker4.5を 使って制作していま
す
`会
員諸氏の中 に編集に興味のある方

はご連絡下さい。編集作業のお手伝いを

願えれば有り難いのですが…… (0)

A■[ねpan

文学・環境研究会

【発 行】
ASLE―」apan′/文学・環境研究会

事務局 金沢大学教育学部英語研究室
野田 研一

〒920-11金沢市角間町
__ Td.0762-64-5524卜餞 0762-64-5616

【4  劉
編集委員 大神田丈二/石井 倫代
ニューズレター編集室

NO.2

1995年 6月 1日発行
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|     さる方々へ

ASLE―」/文学・環境研究会 いSLE Jはアズリー・ジェイもしくはアズリー 。ジャパンと読んで下さい)ではネ
イチャーライティングに関心のある方々の入会を随時受け付けています。入会希望者は、下の「ASLE―」/文学・
環境研究会 会則」を熟読の上、「ASLE―Japan入会申し込みカード」に必要事項を記入して、事務局宛にお送り
下さい。会費の払い込みはニューズレター同封の振替用紙でお願いします。なお、加入者欄には「ASLE―」apan/
文学・環境研究会」と記入して下さい。

本研究会についてのお問い合わせも事務局で受け付けております。

ASLE―」apan/文学・環境研究会 会則

第 1条 名称
本会の名称を「ASLE―」apan/文学・環境研究
会」lThe Association for the Study of Literature

and Environmentin」 apan:だ光E―Japanと 略1称す
る)とする。
第 2条 目的
本会の目的は文学における自然・環境に関する内外

の研究・情報を交換・共有することである。この目的

に沿った以下の活動を行うものとする。

(1)研究会および談話会等の開催
(2)会誌およびニューズレターの発行
(3)内外学会、研究会との交流

(4)その他必要と認められる事業
第 3条 会員資格
第 2条の主旨に賛同する者は会員になることができ

る。

第 4条 会員の入会と退会
本会への入会と退会は事務局に申し込み、総会に

おいて決定する。

第 5条 会費
本会の会費は年額 3、 000円 とする。ただし、
学生会員は年額 2、 000円 とする。会計年度は 4
月 1日 より翌年 3月 31日 とする。

附記 :第 6条から第10条までは省略しましたが、条項の内容をお知りになりたい方 |カヘSLE―」apan Newsletter

No.1を参照するか、事務局にお問い合わせ下さい。なお、会則は1994年 5月 22日 から施行されています。
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